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し て いる が か, 富士 山 燈 流 上 に は 稀 で あり , 他 の 地域 で も スギ , ヒノ キ の 人 工 造 林地 と な っ て いる と ころ 
が 多く , 急 央 で 植林 が 困難 な と ころ な ど に 残さ れ て いる . 照葉樹 林 に すむ ミド リ シ ジ ミ 類 は 主として キ 
リン マミ ドリ ンジ ミ , ヒサ マツ ミド リン シジミ の 2 種 で ある が , これ ら の 主 な 食 樹 と な る アカ ガン , ウラ 
ジロ ガン の 分 布 は 照葉樹 林 帯 の 上 部 で , 標高 約 200<900m が その 範囲 で ある . 

キリ シマ ミド リ シ ジ ミ が いま まで に 記録 され た 地域 は , 天竜 川 支 流 気 田川 , 大 井川 , 安倍 川 , 富士 川 
支流 な と の 各 流 域 や 愛 鷹山 , 箱根 外輪 山 , 丹沢 お よび 天城 山 な ど で あ る . 垂直 分 布 は , 500<1000m 
で 照葉樹 林 の アカ ガン 帯 の 上 部 に 記録 が 多い . 記録 され た 食 樹 は アカ ガン シン, ウラ ジロ ガ シ , アラ カシ , 
ツク バネ ガン シン , ミズ ナラ な ど で , アカ ガン シン か ら の 記録 が 最も 多く , アカ ガン シ の 少な い 地 域 で は ウラ ジョ 
ガン か ら の 記録 が 多く な り , 次 いで アラ カシ と な っ て いて , 比較 的 食性 は 広い . 

ヒサ マツ ミド リシン ジミ は , 天竜 川 , 気 田川 , 大 井川 , 安倍 川 , 興津 川 , 富士 川 支流 な どの 各 流 域 か ら 
記録 され , 県 中 西部 で は 比較 的 分 布 は 広い . し か し 天子 山系 , 愛 鷹山 , 箱根 山 , 伊豆 半島 な ど , 富士 川 
以 東 か ら は いま の と ころ 記録 が な い . 垂直 分 布 は 標高 300 こ 800m で キリ シマ ミド リン シジミ より 低 標高 
まで 分 布 し て いる . 食 樹 は ウラ ジロ ガン シン, アカ ガン シ , アラ カシ , イチ イガ シ , ツブ ライ ジイ , コナ ラ な 
どか ら 記 録 が ある が , ウラ ジロ ガ シ か ら の 記録 が 圧倒 的 に 多く , ウラ ジロ ガ シ と の 結び つき が 顕著 で あ 
る . 成虫 は 静岡 県 内 に お いて 発生 地 か ら は な れ た 標高 1200~1600m の 落葉 広葉 樹林 帯 で すべ て 採集 さ 
れ て いる . 


15. 筑波 山 お よび 筑波 研究 学園 都市 に お ける 蝶 類 の 群集 構造 に 関す る 研究 
北 原 正 有 送 (関東) 

種 問 の 相互 作用 , 生活 史 戦 略 な どの 問題 は , 進化 生態 学 の 中 心 課題 で ある が , 各 環 境 間 の 生物 の 群集 
構造 の 異質 性 は , これ ら の 事柄 と 深く 関連 を 持っ て いる と 考え られ る . 

演者 は 比較 的 生活 史 の ょ よく 調査 され て いる 蝶 類 を 材料 と し て , 様々 な 環境 下 の 蝶 類 群集 を 定量 的 に 把 
握 す る こと に より, 群集 の 内 部 構造 の 違い を 上 記 の 観点 か ら 考察 し た . 

調査 は , 筑波 山中 腹 , 筑波 山 航 , 筑波 研究 学園 都市 の 各地 域 に それ ぞ れ 1 ルー ト を 設定 し , さら に 各 
ルー ト を 環境 の 特性 に よっ て 全 9 地 区 に 分 割 し し ライ ン ・ ト ラン セク ト ・ モ センサス 法 を 用 いて 行っ た . 
期間 は 1980 年 3 月 ~11 月 で , 1 ルー ト に つき 月 2 回 , 晴天 の 日 の 10 時 <16 時 の 間 に 行い , ルー ト 
の 両側 約 35m 以内 に 出現 し た 全て の 蝶 類 (成虫 ) の 種類 と 個体 数 を 記録 し た . 

群集 構成 種 の 生活 史 戦 略 と 群集 構造 と の 関連 に お いて は , 群集 構成 種 中 の r 戦略 種 と k 戦 略 種 の 種 数 
お よび それ ら の 割合 に 地区 間 に 違 い が 説 め られ た . この こと は 各地 区 の 環境 の 安定 性 , 予測 性 , 複雑 性 
な どの 違い に 原因 し て いる と 考え られ た . すなわち 上 戦略 種 の 種 数 は 環境 の 安定 お よび 予測 性 , 複雑 性 
の 程度 に 影響 され , k 戦略 種 の 種 数 の 多い 地区 は , 主観 的 人 為 度 が 小さ く (安定 か つ 予 測 性 高い ), 複雑 
性 に 富ん だ 環境 を 有 し て いた . 一 方 , r 戦略 種 の 種 数 は , 各地 区 間 で 大 き な 違 い は な く , 環境 の 複雑 性 
の 程度 に は あま り 有 影響 され な いと 考え られ , 不安 定か つ 予 測 性 の 低い 環境 (人 為 度 の 高い 場所 ) が ある 
程度 存在 し さえ すれ ば , 種 数 は 飽和 に 達する と 考え られ た . し か し r 戦略 種 の 100m あたり の 総 個体 
数 は 各地 区 間 で 大 きく 異な り , 個体 数 は 環境 の 不安 定 お よび 非 予 測 性 の 程度 , 適応 環境 の 存在 面積 に よ 
っ て 影響 され る こと が 示唆 され た . 

以上 の 結果 の 大 部 分 は , MAcARTHuR && WrrsoN (1967) の 提唱 し た r・k 選択 の 理論 に よく 適合 す 
る も の で あり , r・k 選択 の 理論 は 群集 構造 解析 の 方 法 と し て も 価値 ある も の と 考え られ る . 











16. 最近 発見 され た 暖 の 幼虫 に つい て 中 臣 謙太 郎 (近畿) 
1981 年 か ら 82 年 に か け て , 筆者 が 飼育 し た 幼虫 の 写真 を 紹介 する . 種 名 が 確認 され て いな い 未 解決 
の も の も , 敢えて 公表 し た . 会 員 諸氏 の 関心 を 高め , 協力 を 仰ぎ た いと 願う か ら で あ る 、 

1) キテ ン テ エグ リ シ ャ チ ホ ュ (1, 2 令 , 終 令 幼 虫 

倉田 稔 氏 が , 採卵 し て カバ 類 で 飼育 し て 以来 。 野外 で は 発見 され て いな い . 成虫 の 生息 地 か ら ダ ケ カ 
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ン バ が 食 樹 の 可能 性 が 高い . 同属 の も う 1 種 ミ き ヤ マエ グリ シャ チ ホ ュ コ は , カバ 類 の ほか ハン ノ キ 属 ヤン 
ャ ブシ に も つく . 2 種 の 形態 的 区 別 は 困難 で ある が , 本 種 の 気 門下 線 が 赤 味 を 帯び る の が 特徴 で ある . 

2) キオ ビ ゴ マダ ラ エ ダシ ャ ク ( 終 令 幼虫) 

広 食性 の 大 型 幼虫 で ある が , 明確 に 認識 され て お ら ず , ハイ イロ オオ エダ シャ ク と 混同 され て いる よ 
うら で あ る . 頭頂 が 突出 し て gzs7oz の 幼虫 に 似る . 食 樹 は Quercus 他 . 9 月 下旬 東京 高尾 山 で 採集 し た 
老 熟 幼虫 が , 負 で 越冬 , 羽化 し た . 

3) 未知 の シャ チ ホ ュ ガ 科 幼 虫 ( 終 令 ) 

本 年 8 月 下旬 , 岡山 那岐 山 山麓 の クリ の 葉 上 で , 老 熟 幼虫 を 発見 , 現在 踊 で 越冬 中 で ある . 斑紋 は , 
ホソ バシン シャチホコ ュ (Fentonia) に 似る が , 背面 に 突起 が あり , Ai の も の は 顕著 で , 角 状 に な る . 尾 脚 は 
や や 長く , 静止 の と き , 上 方 に 挙げ る . 本 種 の 予想 は , オオ ウス グロ シン シャチホコ . (Hiradonta). 

4) 未知 の イラ ガ 科 幼虫 ( 終 令 ) 

ヒサ カキ で 飼育 し , まゆ を 造っ た が , 前 中 で まゆ 内 で 死亡 , 種 名 は 不明 で ある . 円 盤 状 の 緑色 幼虫 
で , ムラ サキ イラ ガ に 似る . 大 き な 特 徴 は , A」 の 前 終 の 突出 で , その 先端 が 鋭く と が かり, 赤 味 を 淀 び 
る . その 突起 の 下 に 胸部 が 陥 入 し , さら に その 胸部 の 下 に 頭 が 隠れ る . 胸部 を 葉 に か ぶせ る よう に し て 
摂 食す る . この 幼虫 は , 久保 快 哉 氏 の 御 好 意 で 飼育 で きた も の で ある . 1 月 に 神棚 の ヒサ カキ に つい て 
いた と 思わ れる 著 令 幼 虫 を 送っ て いた だ いた が , ヒサ カキ で 順調 に 生育 し , 3 月 上 旬 老 熟 し た . 花屋 の 
ルー ト か ら 推 定 す る と 伊豆 あたり が 産地 と 思わ れる . 同じ 幼虫 が , 伊豆 大 島 で 10 月 に 採集 きれ , 食 草 
不明 の まま 標本 を 保存 し て いる . イラ ガ 科 の 幼虫 は , 日 本 産 は すべ て 解決 し て お り , 未 記録 種 と 思わ れ 
る . 秋 か ら 冬 に か け て , 常緑 の と サカキ で 幼虫 期 を 経過 する と 思わ れる . 

その ほか , 近畿 で 近年 大 発生 し て いる ヒロ ヘリ アオ イラ ガ , 東北 , 関東 , 北陸 で 近年 大 発生 の 続い て 
いる ブナ の 固有 種 プ グチ アオ シャ チ ホ ュ , ブナ 林 の 下 生 を オオ カメ ノ キ の 固有 種 キ ャ ダラ ト ガ リバ の 幼 屯 
を 紹介 し た . 

末 筑 な が ら , キテ ン エ グリ シャ チ ホ ュ の 卵 を 下さ っ た 神保 一 義 氏 , 柳田 慶 浩 氏 ヒサ カキ の イラ ガ カ 妨 中 
を 送っ て 下さ っ た 久保 快 哉 氏 に 感謝 する . 








17. 鱗 門 目 昆虫 の 蛋白 分 画 と isozyme 小池 久義 ・ 脇 一 郎 ・ 新 川 勉 (関東 ) 
紅 虫 の 種 間 , 種 内 の 変異 を 調べ る 上 で , 蛋白 分 画 な いし isozyme は 重要 な 指標 で , その 分 離 に は 支 
持 体 電気 泳動 法 お よび 高速 液 ク ロ を 用 いた 自動 法 (小池 1981) を 併用 し た . 

1) オオ ムラ サキ の 地理 的 変異 

本 種 の 色 は 一 般 に 低 緯度 地方 ほど 濃く か つ 金 属 光 沢 を 増す (小池 , 1981). 越冬 幼虫 に つい て 体液 信 
自分 画 は PAGE で 11 分 画 よ り 成り , 分 子 は 7~67 万 dalton に 分 布 し , 東日本 より も 西日本 の 個体 
群 の 方 が その 発達 が 良かっ た . な お 低地 産 は 分 画数 が 少な か っ た . 

頭巾 , 体重 に つい て は 東日本 > 西日本 で あっ た . 

2) アゲ ハチ ョ ウ 科 成虫 の 体液 彼 白 分 画 

成虫 の 体液 算 由 分 画 は 変動 が 少な く , 種 間 の 比較 の 指標 と し て 利用 で きる . 

ジャ ュ ウ アゲ ハム は 高 分 子 分 画 の 発達 が 比較 的 良かっ た が , 低 分 子 側 は 悪く 人 性差 も 顕著 で な か っ た . 
ナミ アゲ へ ハ の 場合 は この 逆 で あり , 性 差 は 量 的 な 差 と し て みとめ られ た . 

キア ゲハ は ナミ アゲ へ ハ と より 分 画数 の 多い カラ ス ア ゲハ の 中 間 的 な パタ ー ン を 示 した. 

カラ ス , ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ は 分 画 の 発達 し た 種 で ある が , その 差 は カラ ス の 方 が より 低 分 子 分 画 の 
発達 が 良い 点 た あっ た . 

3) Pieris 属 幼虫 の 体液 重 白 分 画 

モン シロ チョ ウ , スジ グロ シン シロチョウ に つい て ゲル 等 電 点 泳動 法 を 用 いた . 後者 の 方 が 分 画 の 発達 が 
良く , と くに Ip. 7~10 の 分 画 が 顕著 で あっ た :. 

後者 に つい て は コリ ン エ ステ ラー ゼ jsozyme に つい て 組織 に 差 の ある こと を 認め , か つ そ の 反応 の 
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